
人と動物が共生する心豊かな最幸のまちかわさき推進プロジェクト 

「ひと  どうぶつ MIRAI プロジェクト」をスタートします。 

ボランティア団体など多様な主体と連携し、いのちを「まなぶ」、 

いのちを「つなぐ」、いのちを「まもる」をキーワードに取り組みを 

進め、人と動物が共生する地域社会の実現に向けたプロジェクトを 

スタートします。 

★ 

いのちを「まなぶ」  

…いのちの大切さを伝える取り組み 

【子供たちへの啓発】 

動物を通じて子供たちにいのちの大切さや他者への思いやり等を伝え、共感するこころや豊かなこころの 

涵養を目指します。 

☆「いのちの教育」に係る意見交換会を平成２７年１０月から開始 

【市民の方々への啓発】 

様々な機会を通じて、多様な主体と連携し動物愛護に係る効果的な広報を実施してまいります。 

☆ 動物愛護フェアの開催（平成２７年９月２０日（日）宮前市民館・区役所） 

☆ エンジン０１文化戦略会議動物愛護委員会とのコラボレーション（平成２７年９月からリレーエッセイ開始）

いのちを「つなぐ」 

  …動物の殺処分削減に向けた取り組み 

「いのちをつなぐ大作戦」として、（公社）川崎市獣医師会や動物愛護ボランティアに御協力いただき、 

負傷動物への治療強化、譲渡会の定期開催、動物に対するきめの細かいケア等の取り組みを実施します。 

    ☆ 負傷動物の治療を強化（（公社）川崎市獣医師会と「動物診療に係る技術支援協定」の締結） 

☆ 譲渡会の定期開催（毎月第３日曜日 ９月は動物愛護フェアで開催） 

    ☆ ミルク猫大作戦（ボランティアの方々に御協力いただき子猫への哺乳を実施） 

いのちを「まもる」 

…動物に係る防災対策に向けた取り組み 

動物の飼い主が災害時に適切な対応ができるよう、平時からの動物のしつけや、健康管理、迷子札の装着、 

必要な物品等の備蓄や避難訓練等飼い主への啓発を実施してまいります。 

☆ 動物愛護フェアや防災訓練等において動物の防災用品の展示や動物の同行避難訓練を実施 
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人と動物が共生する心豊かな最幸のまちかわさき推進プロジェクト

「 ひと どうぶつ MIRAI プロジェクト」

意見

交換会

川崎市

有識者・
著名人

関係団
体等

ボラン
ティア等

動物の愛護及び管理に関する法律第３条に基づき動物の愛護と適正な飼養に関し、学校、地域、家庭等

における教育活動、広報活動等を通じて普及啓発を図る。

いのちの教室ボランティアによる動物介在活動

ボランティアによる動物介在活動 夏休みお仕事体験教室

【子供たちへの啓発】
動物を通じて子供たちにいのちの大切さや他者への思いやり等を伝え、共感するこころや豊かなこころの涵養

を目指します。現在、動物愛護センター等で実施している「子供たちへの啓発」をさらに推進するため外部有識

者や市民の方々との意見交換会を実施します。

委員 ＮＰＯ法人 動物介在教育・療法学会副理事 的場美芳子氏、川崎市獣医師会会長 竹原秀行氏

ＮＰＯ法人 アナイス代表 平井潤子氏、（一社）フリーペッツ 浅田美代子氏

かわさき犬猫愛護ボランティア 森 茂樹 氏

関係局の委員（教育委員会事務局、市民・こども局、健康福祉局）

スケジュール 平成27年度 3回開催（10月に第１回会議を開催)いのちの教育のあり方や方向性を検討

（予定） 平成28年度以降 4回開催 いのちの教育に係る教材開発や具体的な実施方法等の検討

【市民の方々への啓発】

（１）動物愛護フェアかわさき2015における啓発（詳細は別紙）

～動物がつなぐ、ひとのわ・地域のわ・かわさきのわ～

日時 平成27年9月20日（日）午前10時30分～午後3時30分

場所 川崎市宮前市民館・区役所

【セレモニー】

市長あいさつ

動物愛護賞表彰

エンジン０１文化戦略会議動物愛護委員会イベント

【イベント】

盲導犬・聴導犬デモンストレーション、譲渡会

映画上映、長寿犬・長寿猫表彰、獣医師さん体験 等

主催 川崎市・（公社）川崎市獣医師会

（２）エンジン０１文化戦略会議 動物愛護委員会とのコラボレーション
○動物愛護の施策推進に向けた連携・協力

○動物愛護に係るリレーエッセイの開始（9月 市長→1１月 エンジン０１ 湯川れい子氏）

→川崎市のホームページに掲載(http://www.city.kawasaki.jp/350/page/0000070512.html))

○ミルク猫ボランティアの表彰（生後間もない子猫の保育に協力） 等

「いのちをつなぐ大作戦」として、(公社）川崎市獣医師会や動物愛護ボランティアに御協力いただき、負傷動物

への治療強化、譲渡会の定期開催や動物に対するきめの細かいケア等の取り組みを強化してまいります。

（１） 負傷動物への治療を強化

(公社)川崎市獣医師会との「動物診療に係る技術支援協定」の締結

→動物愛護センターで保護された負傷動物の診療に係る技術支援や協力

（２） 動物愛護センターに保護された動物への支援

(公社)川崎市獣医師会の会員病院において、動物愛護センターで保護された動物支援のための

募金箱の設置

（３） 譲渡会の定期開催

毎月第３日曜日に動物愛護団体等と連携し、譲渡会を開催

（４） ミルク猫大作戦

生後間もない子猫については、ボランティアの方々に御協力いただき

哺乳等きめの細かいケアを行い猫の生存率を上げる取り組みを実施

（１）川崎市総合防災訓練での啓発や動物との同行避難訓練の実施

8月３０日（日）に開催した川崎市総合防災訓練において、

動物の防災用品等の展示や同行避難訓練を実施しました。

（２）飼い主等への啓発用冊子の作成

「備えていますか？ペットの災害対策～飼い主の備えと避難所ペット管理ガイド～」

「ペットの飼い主のための防災手帳」

（３）災害時の動物に係る支援協定の締結

ア (公社)川崎市獣医師会

「災害時の動物救援活動に関する協定」（平成23年度に締結）

イ (公社)動物福祉協会、(公社)日本愛玩動物協会

「災害時における動物救援活動の協働実施に関する協定」（平成25年度に締結）

子猫への哺乳いのち
をつなぐ

手を

つなぐ
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盲導犬デモンストレーション

ボランティア団体など多様な主体と連携し、いのちを「まなぶ」、いのちを「つなぐ」、いのちを「まもる」をキーワードに取り組みを進め、人と動物が共生する地域社会の実現に向けたプロジェクトをスタートします。

１ いのちを「まなぶ」～いのちの大切さを伝える取り組み～ ２ いのちを「つなぐ」～動物の殺処分削減に向けた取り組み～

3 いのちを「 まもる」～動物に係る防災対策に向けた取り組み～

動物の飼い主が災害時に適切な対応ができるよう、平時からの動物のしつけや、健康管理、迷子札

の装着、必要な物品等の備蓄や避難訓練等飼い主への啓発を実施してまいります。



【イベント】
盲導犬デモンストレーション 公益財団法人アイメイト協会実施

 聴導犬デモンストレーション 一般社団法人日本聴導犬推進協会実施

 犬・猫の譲渡会 市動物愛護センターやボランティアの方による犬と猫の譲渡会
（その場での譲渡はできません。）

 映画上映 「夢は牛のお医者さん」（制作著作：TeNYテレビ新潟）（無料）
ドキュメンタリー映画　／　ナレーションはＡＫＢ４８のよこやまゆいさん

 獣医さん体験 公益社団法人　川崎市獣医師会実施
白衣を着て動物の心音を聴きます。記念撮影も。

 終生飼養普及啓発コーナー パネル展示

迷子札作成コーナー プラ板で迷子札を作ります。（無料）

わが家のペット写真展 動物愛護センターから譲渡された犬や猫の写真を展示

 ペットの防災コーナー 飼い主のための防災手帳を配布
備えておくべき用品を展示

 地震体験車・煙体験室 市消防局宮前消防署実施

 野菜出張販売 セレサモス（JA）による販売

 市内障害者施設出張販売 市内５施設による販売
パンなどの販売・動物を模ったかわいい小物類各種を販売。

 縁日コーナー ヨーヨー釣りなど（無料）

 協賛企業・協力団体等による催し物 各々の活動内容の紹介やクッズ販売、試供品の配布など。１４団体が参加。

 着ぐるみ運行 宮前兄妹メロー・コスミン（宮前区役所）、太助（消防局）が登場

【セレモニー】
○オープニングセレモニー 宮前区内中学校吹奏楽部による演奏
○市長あいさつ
○動物愛護賞表彰 動物愛護に関して市民の模範となるような顕著な功績のあった方や市民の間

に広めることに顕著な功績のあった方を表彰

○エンジン０１文化戦略会議動物
　愛護員会イベント

動物愛護に関わるボランティアの方の表彰など

○長寿犬・長寿猫表彰 公益社団法人川崎市獣医師会会員動物病院から推薦された犬と猫を表彰
長寿表彰対象　犬は１３歳以上～１８歳未満
　　　　　　　　　　猫は１５歳以上～１８歳未満
特別長寿表彰対象　犬・猫１８歳以上

　テーマを「動物はみんなともだち地球の仲間」、サブテーマを「動物がつなぐ、ひとのわ・地域のわ・かわさきのわ」と
し、市民の皆様に動物について興味を持っていただくためのイベントとして開催

動物愛護フェアかわさき２０１４への参加

エンジン０１文化戦略会議動物愛護委員会

（１）主 旨

人間と動物が豊かな自然環境の中で共生していくために、犬や猫の殺処分を将来的にゼロにする、またすべての命あるものについての啓蒙

活動に取り組むことを目的に、発足。動物への迫害、尊厳の蹂躙を様々な角度から考察・議論し、人々の感性や日本の動物愛護問題に対し

提言を実施

（２）メンバー

委員長 湯川れい子

委 員 浅葉克己、荒木とよひさ、安藤和津、安藤優子、泉田裕彦、磯田道史、犬養裕美子、奥田瑛二、蟹瀬誠一、蟹瀬令子、川島なお美

木村晋介、小六禮次郎、今野由梨、三枝成彰、白石一文、東海林良、神野美伽、鈴木久泰、武田双雲、多田宏行、田中英成

谷川彰英、西川りゅうじん、倍賞千恵子、橋村奉臣、蜂谷宗 、波頭亮、林真理子、布袋寅泰、堀紘一、眞鍋圭子、村上典吏子

山田宏巳、山田美保子、ロッドマイヨール、わたせせいぞう、和田裕美

（３）活動内容

エンジン０１が行うオープンカレッジ等でのパネル展示や動物愛護管理法改正に係る署名活動等

（４）本市での活動

平成２５年６月 本市とのコラボレーションについて中長期的に実施するため意見交換を開始

平成２６年５月 動物愛護センターの視察

平成２６年９月 川崎アゼリアで実施した「動物愛護フェア」において、セレモニー、展示ブース、募金活動

動物愛護週間にアゼリアビジョンで啓発用ＤＶＤ（終生飼養）を上映

動物愛護フェアかわさき２０１５ ～動物がつなぐ、ひとのわ・地域のわ・かわさきのわ～






